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ＪＭＩＰ「外国人患者受入れ医療機関認証制度」とは？

（Japan Medical Accreditation for International Patients)

◆ 国内の医療機関における外国人患者の受入れ体制を評価し、認証

を与える制度

◆ 厚生労働省事業において構築され、日本医療教育財団が認証機関

として運営を継承

ＪＭＩＰとは？
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認証制度の目的など

認証制度の目的

外国人が安心・安全に国際的に高い評価を得ている

日本の医療サービスを享受することができる体制を構築する

対象医療機関 認証期間と義務

シンボルマーク

Japan Medical Service Accreditation 
for International Patients

ＪＭＩＰ （ジェイミップ）

※【外国人の定義】国際医療交流やビジネス・留学・観光目的の訪日または在日外国人

有効期間： ３年間

更新審査による認証更新

第三者機関による認証 によって医療施設機能が評価
されている病院または健診施設

※

※ ① 「病院機能評価」

②  「Accreditation Standards For Hospitals」(JCI)

③ ISO 9001  /  14001

④ 臨床研修評価

⑤ 人間ドック健診施設機能評価

最終の認証審査まで（訪問調査の２～
３か月後）に取得していれば良い
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１．受入れ対応 ２．患者サービス ４．組織体制と管理３．医療提供の運営 ５．改善に向けた取り組み

１２の大項目

外国人患者受入れに係わる５つの領域（分類）

1.1

外国人患者に関す
る情報収集と受入
れ体制

1.2

医療費の請求や支
払いに関する対応

2.1

通訳（会話におけ
る多言語対応）体
制の整備

2.2

翻訳（文書での多
言語対応）体制の
整備

2.3

院内環境の整備

2.4

患者の宗教・習慣
の違いを考慮した
食事への対応

3.1

外国人患者への医
療提供に関する運
営

3.2

説明と同意

（インフォームド
コンセント）

4.1

外国人患者受入れ
に関する議論と担
当者の配置

4.2

安全管理体制

5.2

外国人患者の満足度
向上への取り組み

5.1

院内スタッフへの教
育・研修

評価項目（Ver3.0）の概要
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受審の流れ

受 審 申 込 み

契 約 締 結

書 面 調 査

訪 問 調 査

審 査

認 証

JMIPホームページ上の受審申込みフォームへ入
力、申込み

受審医療機関と当財団との間で契約を締結

書類による調査を実施

受審医療機関訪問による調査を実施

認証審査会による最終審議

「認証」もしくは「認証留保」の判定



ＪＭＩＰの構築・推進
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外国人受入れ医療機関選定事業の比較

「一般社団法人 Medical 

Excellence JAPAN」による
「Japan International 
Hospitals」の選定

渡航受診者の受入れを促進

経済産業省 Japan 
International 
Hospitals

(JIH)

厚生労働省

国内の医療機関の外国人患者受入れ体制
を評価・認証

各都道府県で、「外国人患者を受入れる拠点的な医療機
関」を選出

外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関

カテゴリー１：入院を要する救急患者に対応可能な医療機関

カテゴリー２：診療所・歯科診療所も含む外国人患者を受入

可能な医療機関

JNTO（観光庁）サイトにて多言語化
（英語・中国語（簡体字／繁体字）・韓国語）
して公開

外国人患者を受入れる
医療機関リスト

※言語・文化の壁がある全ての外国人患者が対象
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ＪＮＴＯ（日本政府観光局）Webサイト①
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ＪＮＴＯ（日本政府観光局）Webサイト②
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JMIP 受審

認証医療機関の声➀_ＪＭＩＰ受審の動機

外国人患者受入れに伴い発生する
リスクに対応するため、「院内ス
タッフを守る」という「リスクマネ
ジメント」の観点からも、ＪＭＩＰ
受審の必要性を感じた

ＪＣＩ （Joint Commission 
International）認証取得後、外国人
患者が増加したが、あらためて外国語
対応の体制を整備するには ＪＭＩＰ
を受審する必要があった

外国人患者を受入れるための体制が
整えば、今まで対応に苦慮していた
ような日本人患者からの要望も、よ
り容易に受入れることができると考
えた
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➢ 未収金リスク

 訪日外国人 ⇒ 自費診療で高額になりがち

   在留外国人 ⇒ 公的保険未加入、不法滞在

➢ コミュニケーション（言語対応）不全によるリスク

 通訳過誤のリスク

 説明・同意の齟齬によるトラブル

 患者確認の困難によるインシデント・アクシデント

➢ 宗教・習慣・考え方の相違によるリスク

 宗教・習慣の相違によるトラブル

 治療の考え方や生命観の相違によるトラブル

外国人診療で想定される主なリスク
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1.2.1.4 外国人患者の未収金発生防止について検討している。

①未収金事例の記録を残している。

◆記録内容とは、患者情報、日時、金額、後追い記録等である。

②未収金発生防止策を議論している。

◆議事録によって日時・参加者・内容を確認できること。

未収金に係わるリスクマネジメント
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2.1.1.2 適正な通訳が提供されているか確認する方法がある。

①通訳の適正性について、外国人患者による評価・感想を収集する方法がある。

◆アンケートまたは直接のヒアリング等による収集を行い、結果を記録していること。

②通訳の適正性について、医療従事者による評価・感想を収集する方法がある。

◆アンケートまたは直接のヒアリング等による収集を行い、結果を記録していること。

言語対応に係わるリスクマネジメント

➂（院内および院外の）通訳者の能力や適性を書面等で確認している。

◆確認する内容は、資格、通訳歴、（通訳会社の）採用条件等である。
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3.1.1.2 診療において、外国人患者に配慮した対応を行っている。

①診療に係る説明を外国人患者にわかりやすく伝える方法がある。

◆外国語で表記された文書の利用、または通訳の利用等によって、診察結果、検査結果、治療内容
等を適切に伝えている。

②診療に係る説明における言語対応の履歴を記録している。

◆診療に係る説明における、言語対応方法の履歴について、カルテ等に記録していること。

宗教・異文化対応に係わるリスクマネジメント

➂診療において、宗教・習慣・生命観等の相違に基づく診療上の要望に配慮している。

◆宗教・習慣・生命観等の相違に基づく診療上の要望に対して、対応可能な範囲を説明し、患者の
了承を得ている。



国保の滞納金は患者の

弟が代わりに支払い、入

院費は入院前と退院時に

１０万円を支払い、残りは
分割で継続的に支払いとす

る誓約書をとる。

国際部が入院前か
ら、支払い方法に
ついて患者と何度

も面談

スリランカ女性患者

帝王切開予定

⇒国民保険料滞納ため、
限度額認定証取れず。

夫婦とも収入が少なく、
貯金もない。
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未収金防止の事例



国際部スタッフが患者の

理解度を確認

⇓

患者は実は英語があまり堪能ではな
く、医師の話を全く理解できていな

かった。

眼科医師は「英語
で説明して特に問
題なかった」と主
張している。

在留スリランカ人男性

英語での眼科診察後

「医師の話が理解できなか
った」と看護師に伝える。

シンハラ語の機械翻訳もま
じえて、あらためて説明＋
日本語堪能な友人からも電

話で通訳してもらう
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言語対応リスクに関する事例



「経口摂取でなけ
れば問題ない」と
の回答を得たので
使用して治療

豚由来成分を含む
ヘパリン投与を行
ってもよいかを

事前に確認

インドネシア人患者

イスラム教徒
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宗教・異文化対応に係わる事例➀



院内通訳者が「医師は治療
や薬の種類を強制する立場
ではない」ことを説明

「高い立場にいる医師の決定を
簡単に否定してはいけない」と
の考えから医師に伝えられない

でいることが判明

フィリピン人患者

「坐骨神経痛の痛み止め
があまり効いていない」
と通訳者に漏らす。

次回診察時の通訳の際に、

患者からの質問を促す。

⇓
患者は自分から医師に伝える

ことができた。
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宗教・異文化対応に係わる事例➁
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外国人診療の様々なリスク
✓ 未収金
✓ ミスコミュニケーション
（通訳過誤 患者誤認等）

✓ 宗教・異文化に係る誤解

ＪＭＩＰ認証取得の意義 ～ リスクマネジメント①

外国人患者受入れに伴い発生するリスクに対応するため、
「院内スタッフを守る」という 「リスクマネジメン
ト」の観点からも、ＪＭＩＰ受審の必要性を感じた

ＪＭＩＰ受審を通じた
整備

リスクの軽減
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外国人診療体制をしっかり
整備した医療機関であること
の第三者的な証明

外国人患者とのトラブル

医療事故
訴訟

ＪＭＩＰ認証取得の意義 ～ リスクマネジメント②

ＪＭＩＰ認証取得

外国人診療の様々なリスク
✓ 未収金
✓ ミスコミュニケーション
（通訳過誤 患者誤認等）

✓ 宗教・異文化に係る誤解
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JMIP受審・
認証取得

外国人患者対応の際の時間

が大幅に節約できた

マニュアルがあることで落ち着
いて対応できるようになった

外国人専門部署に任せきり
でなく、病院全体で受け入
れようという気風が作られ
た

外国人対応の円滑化

院内連携の強化

対応体制が整備され、より多くの

外国人患者受入れが可能となった。

国際人材の充実化

外国人患者受入れの拡大

認証医療機関の声②_受審と認証取得の効果

外国人スタッフや海外経験
豊富な人材が、JMIP病院で
の活躍を求め、集まってき
た

外国人医療に係る情報共
有

「ＪＭＩＰチャットルーム」等に
より、外国人患者対応に係る様々
な情報を共有でき、とても参考に
なる
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ＪＭＩＰチャットルーム
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調査対象書類の
トライアル作成

受審病院 JMIP事務局

プレチェック
⇒ アドバイス

訪問調査へ

受審サポート①
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訪問による体制整備のお手伝い 

受審サポート➁
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ご清聴いただきありがとうございました

外国人患者受入れ医療機関認証制度
Japan Medical Service Accreditation for International Patients

一般財団法人 日本医療教育財団


